[image: image1.emf]件数 ％

男性 52 43.3

女性 68 56.7

合　　　計 120 100.0

[image: image2.wmf]件数

％

件数

％

件数

％

18〜20歳未満

25

20.8

10

19.2

15

22.1

20〜25歳未満

37

30.8

15

28.8

22

32.4

25〜30歳未満

24

20.0

10

19.2

14

20.6

30〜40歳未満

28

23.3

15

28.8

13

19.1

40〜55歳

6

5.0

2

3.8

4

5.9

合　　　計

120

100.0

52

100.0

68

100.0

男女計

男性

女性


１　アンケート調査

· 回答者の属性
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<離婚した時に必要な支援>
■　両親が離婚した時（直前直後を含めて）必要だと思う支援は、自由記述で、公的機関などからの金銭的支援を希望する回答や父親からの養育費などを求める回答が多かった。

<同居していた親との関係>
■　同居していた親に自分の悩みや不安を話すことが出来ていたかをたずねたところ、「できていた」と、「時々できていた」を合わせると６割を超える。年齢別にみると、ひとり親家庭になった当時の年齢が高くなるにつれて、「できていた」と回答した割合が低くなっている。
■　『自分の気持ちを理解してくれていたと思うか』という問いには、「十分理解してくれていた」「ある程度理解してくれていた」を合わせると、6割を超えた。
<同居していない親との関係>

■　同居していない親との面会やメールのやりとりなどの交流については、「少なかった」「まったく無かった」が6割弱となっている。
同居していない親との交流が「少なかった」「まったく無かった」と回答した人にその理由をたずねたところ、「交流について考えたことがない」「離れた親が反対」「自分が交流をもちたくなかった」などがあげられた。
■　同居していないの親との交流が、「定期的にあった」と回答した15名は、すべて同居していない親からの援助が「あった」と回答している。同居していない親との交流があったほど経済的・精神的な支えがある傾向がみられた。

<両親以外からの経済的・精神的な支え>
■　両親以外からの経済的・精神的支えの有無をたずねたところ、約６割の方が両親以外からの支えがあったという結果となった。ひとり親家庭になった当時の年齢が０～６歳では、両親以外からの支援が「あった」が高い割合となっている。
<相談相手や相談機関>
■　子供の頃を振り返って、自分の気持ちに寄り添ってもらえる相談相手や相談機関があったらよかったと「思う」、「思わない」の回答は半々であった。
よかったと思うと回答した人は、実際の相談経験から「よかった」と思っている記述が見られた。

一方、「悩みを吐き出すところがあれば変わっていた」「本当の気持ちや心の葛藤を聞いてくれる人がいたら、心の成長がスムーズだったかもしれない」など、過去に相談できていればよかったという立場からの記述も多くみられた。また、身近ではない第三者の存在が必要であるという記述や同じ境遇の人との交流の場がほしいというものもあった。
■　自分の気持ちを話したり相談したりできる相手として「ひとり親家庭のもとで育ったことがあるなど同じ経験をしている人」が最も多く、次いで「同年代の人」、「精神的ケアなどの専門知識をもった人」、「同年代ではないが大学生や社会人で年齢が比較的近い人」が続いた。
■　参加しやすいと思う相談相手や相談機関の形をたずねたところ、「ひとり親家庭の子供同士が集まる場が設定され、悩みを話し合ったり、遊びやワークショップなどを通じて子供同士が交流する」が最も多く、次いで「相談相手がひとり親家庭を訪問し、学習支援を行いながら、悩み事などの相談にものる」、「相談機関に相談員が配置され、悩み事などの相談相手となる」と続いた。
<学習状況、高校・大学への進学>
■　家で勉強する習慣について「あった」、「なかった」の割合は、小学校・中学校・高校いずれにおいてもほぼ半数前後が「あった」という回答であった。家で勉強する習慣がなかった理由について、高校生期の特徴として、「家の手伝いやアルバイトで時間がなかったから」という回答が15.5%みられた。

■　勉強する習慣がなかった理由はひとり親家庭という環境が影響していると思うかという問いには、「思わない」が64.6％で最も高い割合となった。「どちらともいえない」は24.1％で、「思う」が10.1％であった。
■　塾に通ったり、家庭教師・通信教育を利用していたかをみると、小学校高学年時代と中学生時代は利用していた方が多いが、高校生時代は低かった。

■　塾や家庭教師・通信教育を利用していなかった人に、利用してみたいと思っていたかをたずねたところ、「利用しようとは思わなかった」という回答が69.2％と最も多かった。
■　高校時代、高校卒業後の進路についてどのように考えていたかたずねたところ、約７割の方が「進学したい」、2割弱が「就職したい」と回答している。「就職したい」という回答については、「経済的に自立したかった」「進学すると親に負担をかけるから」といった経済的な理由が多かった。
■　学習や進学に関して自由回答で記述してもらった結果、「貧困の連鎖を断つためにも、大学進学への助成、サポートが充実すれば良いと思う」など、進学機会の保障を望む声があげられた。また、「ひとり親だと勉強を子供に教えたりするのが難しいと思うので、ひとり親の子供が集まって勉強できる場や家庭教師が定期的に子供達に教えてくれたら良いなと思う」「経済的に余裕がないと塾などは行けなかったので、もっと無料で受けられる機関があればよかった」など学習支援を望む声がみられた。

■　また、親が多忙な状況があったことをふまえた記述もみられた。「学校でわからないことがあっても、疲れている親に遠慮があった。進学も無理とわかっていたので自分で働くことを決めたが、もっと相談出来る人がいてくれたら学校へ行きたかった」「ひとり親だと親が仕事で忙しいので、なかなか勉強を教えてくれない。そもそも時間が取れないのだと思う」「家の中が汚いと勉強する気にもならない。親は毎日必死で働いているので、掃除や洗濯、食事等、全てに手が回らない。親にもう少し余裕がある生活ができれば子供も少し変わると思う」など、親の時間的なゆとりを保障する必要性も指摘されていた。
２　ヒアリング調査

　　

ヒアリングでは、以下のような生活課題や必要な支援などがあげられた。

・仕事と子育ての両立（子供がいれば早く帰れるなどの環境など）
　・教育費等の負担（義務教育も含め）の問題
・学習支援
・ロールモデル
・DV等への支援
・養育費への公的機関の介入（相手とのやりとりだけで疲弊）
・心身の健康（子供のためや罪悪感から頑張りすぎる）
・相談による支援（専門的な相談など）
・父子家庭への偏見（「とにかく子育ては女性でなければ」という母性信仰）
・コミュニケーション・交流の場
・支援制度の周知
　・親がリフレッシュできる支援

ひとり親家庭に育つ子供の状況調査　概要
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